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パネリスト等略歴 

 

 

○室﨑益輝  神戸大学名誉教授・地区防災計画学会会長 

1944 年生まれ。京都大学工学博士。神戸大学都市安全研究センター教授、消防研

究所理事長、関西学院大学災害復興制度研究所長、兵庫県立大学防災教育研究セ

ンター長等を歴任。日本火災学会賞、日本建築学会賞、都市住宅学会賞、防災功

労者内閣総理大臣表彰、兵庫県社会賞等を受賞。学会・委員会活動としては、日

本火災学会会長、日本災害復興学会会長、地区防災計画学会会長、内閣府地区防災計画アドバイザリー

ボード座長等、NPO・ボランティア活動としては、ひょうごボランタリープラザ所長等を歴任。 

 

 

○白木 渡  香川大学危機管理先端教育研究センター長  

1949 年生まれ。名古屋大学工学博士。鳥取大学工学部助手、講師、助教授、香川大

学工学部教授等を経て現職。土木学会構造工学シンポジウム論文賞、日本材料学会

支部功労賞、土木学会四国支部地域貢献賞等を受賞。専門は、信頼性工学、防災工

学、危機管理学。平成 26年度文部科学大臣表彰 科学技術賞（理解増進部門）、平成

26 年度防災功労者内閣総理大臣表彰受賞、平成 27年度香川県知事表彰「かがわ 21

世紀大賞」受賞。 

 

 

○金田義行  香川大学地域強靭化研究センター長 

東京大学理学博士。1997 年海洋科学技術センター（現：国立開発研究法人海洋研究

開発機構）入所し、地震津波・防災研究プロジェクトプロジェクトリーダー、名古

屋大学減災連携研究センター特任教授等を経て現職。専門は、地震学、減災科学。 

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト総括責任者、『京』戦略分野 3 地震津波

課題責任者、SATREPS トルコ日本側代表者、SIP（戦略的イノベーション創造プログ

ラム）「レジリエントな防災・減災機能の強化」プロジェクト課題責任者、海域断層

プロジェクト総括責任者 

 

 

○鍵屋 一  跡見学園女子大学観光コミュニティ学部教授          

1956 年生まれ。京都大学博士（情報学）。板橋区防災課長、板橋福祉事務所長、福祉

部長兼危機管理担当部長、議会事務局長等を経て、2014 年 4 月から現職のほか、法

政大学大学院及び名古屋大学大学院の兼任講師。内閣府地区防災計画アドバイザリ

ーボード委員、内閣府災害時要援護者の福祉と防災との連携に関する検討会委員、

地区防災計画学会幹事、NPO 法人東京いのちのポータルサイト副理事長、事業継続推

進機構理事、災害福祉広域支援ネットワークサンダーバード理事等を歴任。 
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○加藤孝明  東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター准教授 

1967 年生まれ。東京大学博士（工学）。東京大学工学部総合試験所助手、東京大学

大学院工学系研究科都市工学専攻助手、助教を経て 2010 年より現職。専門は、地

域安全システム学、まちづくり、都市計画。2014 年度地区防災計画学会賞（論文賞）

を受賞。国土交通省社会資本整備審議会小委員会委員、内閣官房都市再生の推進に

係る有識者ボード防災ＷＧ委員、内閣府地区防災計画アドバイザリーボード委員、

地区防災計画学会理事、地域安全学会理事等を歴任。 

 

 

○西澤雅道  内閣府大臣官房付・福岡大学法学部准教授 

1973 年生まれ。中央大学法学部卒。1999 年総理府・総務庁（現内閣府・総務省）

に入り、総務省総合通信基盤局事業政策課課長補佐、内閣広報室総括補佐、内閣府

（防災担当）普及啓発・連携担当参事官室総括補佐、内閣府大臣官房総務課企画調

整官等を経て、2016 年４月より現職。研究分野は、公法・行政学・社会学。主な

著作は『法と行政と市民社会』（地区防災計画学会・2016 年５月）。地区防災計画

学会会長代理等を歴任。 

 

 

○筒井智士  前内閣府防災担当（東日本電信電話株式会社） 

1979 年生まれ。東京大学工学部卒。2004 年 NTT 東日本に入り、NTT に転籍後、内閣

府（防災担当）普及啓発・連携担当参事官室企業等事業継続担当主査として内閣府

の「地区防災計画ガイドライン」及び「事業継続ガイドライン第３版」を執筆した

ほか、防災ボランティア活動を推進。現在は、NTT 東日本に復帰。主な著作は『地

区防災計画制度入門』（NTT 出版・2014 年７月）。内閣府地区防災計画アドバイザリ

ーボード顧問、地区防災計画学会執行理事・事務局長等を歴任。 

 

 


